
４ 活動の様子

５ 子供たちの声

増渕選手の「大変な時こそ大

きく変われるチャンス」という

言葉を励みにしていきたいで

す。

吾妻小学校４年

車いすバスケットボールは、

思っていたより難しかったで

す。選手は、障がいを感じさせ

ないほどすごかったです。

吾妻小学校５年

選手の皆さんのお話を聞い

て、つらいことがあってもバス

ケットボールを続けていこうと

思いました。

葛生南小学校６年

車いすバスケットボールを体

験して、大変さの中にも楽しさ

があることを学びました。パラ

リンピックを初めて身近に感じ

ました。

西中学校２年

ボート競技は、一人一人の力

より団結力が大事だと分かりま

した。これから人と何かをする

時は、団結して行動したいです。

西中学校１年

障がいのある人と障がいのな

い人が共生できる社会にするに

はどうすればよいか、みんなで

考えていかなければならないと

思いました。

常盤中学校３年

選手の生き方を学んだ授業エルゴメーターを体験 会食をして、親しみも倍増

ボッチャを体験「公平とは何か」を考えました 全校生徒で記念写真

学習発表会で発表 慎重な手つきで操作乗車体験（選手と鬼ごっこ）

 
 
 

１ 主な取組内容

 

２ 成果

・ 交流会や講演会においてオリンピアンやパラリンピアンと児童生徒が直接触れ合ったり、話を聞いたりす

ることで、オリンピックやパラリンピックへの興味・関心を高めることができた。 
・ パラリンピアンとの交流会における車いすバスケットボールの体験や講話を通して、障害のある方への関

心と理解を深め、また共生の大切さやその実現について考える契機になった。  
・ 研究授業と交流会の関連を意識しながら推進を図ることができた。 

 

３ 課題

・ オリンピック・パラリンピック教育を推進するためには、実施前年度中、または年度当初に教育課程に位

置付けておくことが大切である。 
・ オリンピアンやパラリンピアンとの交流会の中に児童生徒が競技を体験する場面を設定する際、学校の規

模により一人の児童生徒が体験できる機会が異なるため、事前に実施内容を十分に検討する必要がある。 
 

佐野市
・吾妻小学校 ・葛生南小学校

・西中学校 ・常盤中学校

推進校
小学校２校
中学校２校

講演会 

ボッチャ体験 

交流会 

◆推進校での実践◆ 

○パラスポーツ選手との交流会の開催 

   車いすバスケットボール TOCHIGI レイカーズの増渕倫巳選手（ロンドンパ

ラリンピック出場／2012 年）等との交流会を実施した。選手と一緒に鬼ごっこ

やゲーム形式の体験をしたり、選手自らの経験からあきらめない気持ちについ

ての話を聞いたりすることができた。

    ☆ 10 月 25 日（金） ・吾妻小学校 

    ☆ 10 月 29 日（火） ・葛生南小学校 

    ☆ 11 月 26 日（火） ・西中学校   ・常盤中学校

○オリンピック・パラリンピックに係る研究授業 

  オリンピック・パラリンピックへの興味・関心を喚起したり、その意義を学

んだりするために、総合的な学習の時間等で、「I’mPOSSIBLE」を活用して研

究授業を実施した。

◆市内各小中学校での実践◆ 

○オリンピックに出場した選手による講演会の開催 

    12 月 5日（木）に蔵田和彦氏（アトランタオリンピック出場・ボート競技／

1996年）による講演会を実施した。夢をつかむには努力が大切であるとの趣旨

の講話とともに、エルゴメーターを使ってボート競技の模擬体験もできた。

○パラリンピックスポーツ「ボッチャ」の体験 

「ボッチャ」の用具を貸し出し、小・中学校で活用を図った。

○調べ学習用の書籍の購入と活用 

「心にのこるオリンピック・パラリンピックの読みもの（全３巻）」を全小・

中学校に配布し、調べ学習等で活用を図った。
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海老原氏による講演会 

増渕氏による講演会 

事前学習の様子 

１ 主な取組内容

 ○各教科等における取組 

  ☆ 体育

・東京オリンピック・パラリンピックの競技などについて学んだ。

☆ 家庭総合・家庭基礎

・見えにくいめがねや身体に重りなどを付け歩行するなどの高齢者・

障害者体験。

   ・車いすを利用し、車いす目線などの体験。

☆ 地理・音楽・家庭総合・家庭基礎

・世界の料理や国歌、民族衣装などを知り、地理的・歴史的要因等によ

る世界各国の文化を理解する。

○各行事における取組 

☆ 体育祭・マラソン大会

・協働の精神の自覚をもって体育祭等の運営を行い、他者を応援し、自ら

も力を出し切ることができた。

☆ パラリンピアンによる講演

・ロンドンパラリンピック車いすバスケットボール日本代表増渕倫巳氏

を招き、事故による人生への絶望、車いすバスケットボールとの出会

いを「あきらめない心」と題し、生徒達に語りかけていただいた。 

☆ 車いすバスケットボール体験

・栃木レイカーズの三村龍選手、大森亜紀子選手、間下裕基選手、有田一

也選手を講師に、競技用の車いすバスケットボール体験教室を実施し

た。最後には、車いすバスケットボールのゲームを行うこともできた。

☆ オリンピアンによる講演

・ロンドン・リオデジャネイロオリンピック陸上女子やり投げ日本代表

の海老原有希氏を招き、目標や夢をもつことや自分を支えてくれる方々がいることを忘れない等、「夢

をつかむまで」と題し、力強い講演をいただいた。

○地域における取組 

  ☆ 地域の老人会「和老会」との交流

・地域の老人会の「和老会」との交流会を生徒会・家庭クラブ・吹奏楽部を中心に実施した。

２ 成果

・ オリンピック・パラリンピックに関する知識や出場選手の体験や関連エピソードなどを学び、スポーツの楽

しさやドーピングに関する知識を深めることで、フェアプレーの精神を学ぶことができた。また、オリンピッ

クが文化や国、民族、宗教の違いを越えて互いを理解し合い、友好を深めるツールになっていること、パラリ

ンピックが障がい者への理解を促し、共生社会の創出に貢献していることを理解した。

・ オリンピアン・パラリンピアンの競技者の話を直接聞くことにより、スポーツ全般への興味・関心が大きく

高まった。

・ パラリンピックの競技を体験することで、障害者や障害者スポーツに対する理解を深めるとともに、ボラン

ティア精神が養われ、共生社会へ踏み出す一歩となった。

３ 課題

・ 限られた授業日数、授業時間の中で、保健体育科以外の教科に活動を広げることは難しかった。

・ 事前指導において、各ホームルームにて正副担任による講義を実施したが、講義教材をしっかり準備し、ク

ラス毎での内容の差異がないようにする。

<推進校> 高根沢高等学校
目標： ・ 学校の教育活動全般にわたりオリンピック・パラリンピック教育を推進し、スポーツ倫理について考えを深める

ことをとおしてスポーツをフェアにおこなう姿勢を養い、スポーツの意義や素晴らしさを理解させる。

・ スポーツの背景にある様々な文化や、多様な価値観を理解することにより、グローバルな視野をもって社会に貢

献できる人材を育成する。

１ 主な取組内容

○各教科等における取組

☆ １学年 体育（体育理論）

・オリンピック・パラリンピックの歴史、オリン

ピズム

☆ １学年 コミュニケーション英語Ⅰ

・オリンピックの歴史、意義

☆ １学年 総合的な探究の時間 

・SDGsを取り入れ、地域と国際的な課題を知り、その課題の解決を 

見出すことや、個人が果たす役割について考えた。 

☆ ２学年 グローバルコミュニケーションコース（英語会話）

・国際交流、フィールドワーク

☆ ２学年 日光学

・地域理解フィールドワーク、国際交流学習 

☆ １・２学年 総合的な学習・探究の時間

・日光市内外の外国人や海外生活経験者による講義と実習 

☆ ３学年 スポーツ健康コース（スポーツ概論）

・オリンピックの歴史、ドーピングとスポーツ、障害者スポーツ

☆ ３学年 人文国際コース（異文化理解）

・国際交流、フィールドワーク

○各行事等における取組 

   ☆ オリンピック・パラリンピック教育講演会（金子宗弘氏：陸上十種競技）

    ・「夢に向かって」をテーマに、講演をいただいた。講演会の振り返りを

感想用紙にまとめた。

☆ 福祉施設訪問 福祉委員・希望生徒  

☆ 福祉施設との交流 合唱部

２ 成果

・ 年間を通して、授業の中にオリンピック・パラリンピックに関する情報を取り入れたり、映像やスライド

などの ICTを活用したりすることで、オリンピック・パラリンピックへの機運の醸成を図ることができた。 

・ 外国人観光客との国際交流学習や日光市内外の外国人や海外生活経験者による講義を通して、国際社会や

地域への理解を深めるとともに、その一員としての自覚を育み、国際社会や地域社会に参画する力を育んだ。 

・ 講演会では、陸上十種競技に真摯に取り組んだ講師の経験談から、自らの競技に対する姿勢や、今後の進

路について改めて見つめ直す有意義な時間となった。質疑応答では、生徒が積極的に質問をしており、講演

会への高い興味・関心が見られた。さらに、事後アンケートでは、オリンピック・パラリンピックへの興味・

関心が高まったという意見や、ボランティア活動・国際交流活動に対しても意欲的な意見が見られた。 

・ 福祉施設訪問では、障害者への理解を深めるとともに、自己肯定感や自己有用感を得ることができた。ま

た、交流活動では、様々な世代の方々と交流することでコミュニケーション力を身につけた。 

３ 課題

・ 事前事後の学習と他教科、領域を関連づけ、計画的に実施していく必要がある。 

・ 教育講演会の講師選定の段階から時間を要した。 

日光明峰高等学校
目標： 学校の教育活動全体を通してオリンピック・パラリンピック教育を推進し、スポーツの価値への理解を深め、フェ

アプレイ意識の涵養、国際・異文化理解などの資質・能力を養い、国際的な視野を持って、世界の平和に向けて貢献

できる人材を育成する。

１学年体育(体育理論)の授業風景 

金子氏による講演会 

総合的な学習、コミⅠの授業風景 

フィールドワークの様子 

<推進校>
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海老原氏による講演会 

増渕氏による講演会 

事前学習の様子 

１ 主な取組内容

 ○各教科等における取組 

  ☆ 体育

・東京オリンピック・パラリンピックの競技などについて学んだ。

☆ 家庭総合・家庭基礎

・見えにくいめがねや身体に重りなどを付け歩行するなどの高齢者・

障害者体験。

   ・車いすを利用し、車いす目線などの体験。

☆ 地理・音楽・家庭総合・家庭基礎

・世界の料理や国歌、民族衣装などを知り、地理的・歴史的要因等によ

る世界各国の文化を理解する。

○各行事における取組 

☆ 体育祭・マラソン大会

・協働の精神の自覚をもって体育祭等の運営を行い、他者を応援し、自ら

も力を出し切ることができた。

☆ パラリンピアンによる講演

・ロンドンパラリンピック車いすバスケットボール日本代表増渕倫巳氏

を招き、事故による人生への絶望、車いすバスケットボールとの出会

いを「あきらめない心」と題し、生徒達に語りかけていただいた。 

☆ 車いすバスケットボール体験

・栃木レイカーズの三村龍選手、大森亜紀子選手、間下裕基選手、有田一

也選手を講師に、競技用の車いすバスケットボール体験教室を実施し

た。最後には、車いすバスケットボールのゲームを行うこともできた。

☆ オリンピアンによる講演

・ロンドン・リオデジャネイロオリンピック陸上女子やり投げ日本代表

の海老原有希氏を招き、目標や夢をもつことや自分を支えてくれる方々がいることを忘れない等、「夢

をつかむまで」と題し、力強い講演をいただいた。

○地域における取組 

  ☆ 地域の老人会「和老会」との交流

・地域の老人会の「和老会」との交流会を生徒会・家庭クラブ・吹奏楽部を中心に実施した。

２ 成果

・ オリンピック・パラリンピックに関する知識や出場選手の体験や関連エピソードなどを学び、スポーツの楽

しさやドーピングに関する知識を深めることで、フェアプレーの精神を学ぶことができた。また、オリンピッ

クが文化や国、民族、宗教の違いを越えて互いを理解し合い、友好を深めるツールになっていること、パラリ

ンピックが障がい者への理解を促し、共生社会の創出に貢献していることを理解した。

・ オリンピアン・パラリンピアンの競技者の話を直接聞くことにより、スポーツ全般への興味・関心が大きく

高まった。

・ パラリンピックの競技を体験することで、障害者や障害者スポーツに対する理解を深めるとともに、ボラン

ティア精神が養われ、共生社会へ踏み出す一歩となった。

３ 課題

・ 限られた授業日数、授業時間の中で、保健体育科以外の教科に活動を広げることは難しかった。

・ 事前指導において、各ホームルームにて正副担任による講義を実施したが、講義教材をしっかり準備し、ク

ラス毎での内容の差異がないようにする。

<推進校> 高根沢高等学校
目標： ・ 学校の教育活動全般にわたりオリンピック・パラリンピック教育を推進し、スポーツ倫理について考えを深める

ことをとおしてスポーツをフェアにおこなう姿勢を養い、スポーツの意義や素晴らしさを理解させる。

・ スポーツの背景にある様々な文化や、多様な価値観を理解することにより、グローバルな視野をもって社会に貢

献できる人材を育成する。

１ 主な取組内容

○各教科等における取組

☆ １学年 体育（体育理論）

・オリンピック・パラリンピックの歴史、オリン

ピズム

☆ １学年 コミュニケーション英語Ⅰ

・オリンピックの歴史、意義

☆ １学年 総合的な探究の時間 

・SDGsを取り入れ、地域と国際的な課題を知り、その課題の解決を 

見出すことや、個人が果たす役割について考えた。 

☆ ２学年 グローバルコミュニケーションコース（英語会話）

・国際交流、フィールドワーク

☆ ２学年 日光学

・地域理解フィールドワーク、国際交流学習 

☆ １・２学年 総合的な学習・探究の時間

・日光市内外の外国人や海外生活経験者による講義と実習 

☆ ３学年 スポーツ健康コース（スポーツ概論）

・オリンピックの歴史、ドーピングとスポーツ、障害者スポーツ

☆ ３学年 人文国際コース（異文化理解）

・国際交流、フィールドワーク

○各行事等における取組 

   ☆ オリンピック・パラリンピック教育講演会（金子宗弘氏：陸上十種競技）

    ・「夢に向かって」をテーマに、講演をいただいた。講演会の振り返りを

感想用紙にまとめた。

☆ 福祉施設訪問 福祉委員・希望生徒  

☆ 福祉施設との交流 合唱部

２ 成果

・ 年間を通して、授業の中にオリンピック・パラリンピックに関する情報を取り入れたり、映像やスライド

などの ICTを活用したりすることで、オリンピック・パラリンピックへの機運の醸成を図ることができた。 

・ 外国人観光客との国際交流学習や日光市内外の外国人や海外生活経験者による講義を通して、国際社会や

地域への理解を深めるとともに、その一員としての自覚を育み、国際社会や地域社会に参画する力を育んだ。 

・ 講演会では、陸上十種競技に真摯に取り組んだ講師の経験談から、自らの競技に対する姿勢や、今後の進

路について改めて見つめ直す有意義な時間となった。質疑応答では、生徒が積極的に質問をしており、講演

会への高い興味・関心が見られた。さらに、事後アンケートでは、オリンピック・パラリンピックへの興味・

関心が高まったという意見や、ボランティア活動・国際交流活動に対しても意欲的な意見が見られた。 

・ 福祉施設訪問では、障害者への理解を深めるとともに、自己肯定感や自己有用感を得ることができた。ま

た、交流活動では、様々な世代の方々と交流することでコミュニケーション力を身につけた。 

３ 課題

・ 事前事後の学習と他教科、領域を関連づけ、計画的に実施していく必要がある。 

・ 教育講演会の講師選定の段階から時間を要した。 

日光明峰高等学校
目標： 学校の教育活動全体を通してオリンピック・パラリンピック教育を推進し、スポーツの価値への理解を深め、フェ

アプレイ意識の涵養、国際・異文化理解などの資質・能力を養い、国際的な視野を持って、世界の平和に向けて貢献

できる人材を育成する。

１学年体育(体育理論)の授業風景 

金子氏による講演会 

総合的な学習、コミⅠの授業風景 

フィールドワークの様子 

<推進校>
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栃木県教育委員会事務局義務教育課・高校教育課 

 〒320-8501  宇都宮市塙田１－１－20 

 Tel．028-623-3392 Fax．028-623-3399 

 

本事業を推進するために、栃木県オリンピック・

パラリンピック教育推進事業推進委員会を年に２回

開催した。 

○推進委員 

 ◇宇都宮大学教育学部教授（委員長） 

 ◇日光明峰高等学校教頭 

◇高根沢高等学校教頭 

 ◇益子町教育委員会学校教育課係長 

◇栃木市教育委員会副主幹兼指導主事 

 ◇那須塩原市教育委員会副主幹・指導主事 

◇佐野市教育委員会指導主事 

 ◇芳賀教育事務所副主幹 

◇下都賀教育事務所副主幹 

 ◇那須教育事務所指導主事 

◇安足教育事務所学校支援課長 

 ◇栃木県総合政策部総合政策課主査 

 ◇栃木県教育委員会事務局総務課副主幹 

 ◇  

 ◇事務局 

栃木県教育委員会事務局高校教育課 

栃木県教育委員会事務局義務教育課 

 

第１回推進委員会 

令和元(2019)年６月 11 日(火) 

場所：栃木県庁北別館 

・事業概要説明 

・実践自治体、実践校における 

実施計画についての検討・協議 

第２回推進委員会 

令和２(2020)年２月 17 日(月) 

場所：栃木県総合教育センター 

・実践した内容や方法等の検証及び、改善策

等の検討・協議 

・実践、成果を普及する方法等の検討・協議 

 

 

今年度実施した本事業では、次のような成果や課題が挙げられました。県教育委員会とし

ては、今回の成果等について県内に広く周知するとともに、関係機関や有識者等との連携を

図り、オリンピック・パラリンピック教育の充実に努めていきます。 

◇成果 

・ 昨年度より実施自治体や推進校が増え、オリンピック・パラリンピック教育への理解が深ま

るとともに、各学校の実態や地域の特性に合わせた特色ある実践が見られるようになった。 

・ 地域セミナーや、地域ワークショップの開催により、実践事例の共有を図ることができ、各

学校の取組の手掛かりとすることができた。 

◇課題 

 ・ 開催年度を迎えたことから、オリンピック・パラリンピックへの興味・関心を更に高めてい

くとともに、オリンピック・パラリンピック教育が継続した取組となるよう、これまでの実践

事例を広く周知し、各市町教育委員会と連携しながら推進していく必要がある。 

 

 

令和元(2019)年 7 月 11 日(木)  

場所：栃木県庁北別館 

・実践発表「令和元年度の取組について」 

（栃木市、那須塩原市） 

・講話：「パラリンピック教育を通じて伝えら

れること」 I’mPOSSIBLE 事務局 

・班別協議 

学校全体の取組として、オリンピック・パラリ

ンピック教育を効果的に進めていくためには、ど

のようにしたらよいか協議しました。 

令和２(2020)年２月 17 日(月) 

場所：栃木県総合教育センター 

・実践発表「2019 年度の取組について」

（益子町、佐野市、高根沢高等学校） 

・中核拠点におけるオリンピック・パラリン

ピック・ムーブメント教育の実践事例 

・班別協議 

 

 

今年度の成果と課題を共有し、来年度、どのよ

うに取り組んでいくことが効果的な活動になるか

協議しました。 

ワーク
　ショップ

セミナー
推進
　委員会

主な
  成果と
       課題


